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民
具
と
い
う
と
、
昔
に
つ
く
ら
れ
た
手

作
り
の
骨
董
品
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

｢

文
化
財
保
護
法｣

に
よ
り
ま
す
と
、
『
民

俗
文
化
財
と
は
、
衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
、

年
中
行
事
等
に
関
す
る
風
俗
慣
習
、
民
俗

芸
能
及
び
こ
れ
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
、
器

具
、
家
屋
そ
の
他
の
物
件
で
、
こ
れ
が
国

民
の
生
活
の
推
移
の
理
解
の
た
め
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
』
と
定
め
、
そ

の
中
の
有
形
の
も
の
を
民
具
と
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
文
化
庁
の｢

重
要
有
形
民
俗
文

化
財
指
定
基
準｣

に
よ
り
ま
す
と
、『
次
に 

 

       

掲
げ
る
有
形
の
民
俗
文
化
財
の
う
ち
、
形

様
、
制
作
技
法
、
用
法
に
お
い
て
わ
が
国

民
の
生
活
基
盤
的
な
生
活
文
化
の
特
色

を
示
す
も
の
で
、
典
型
的
な
も
の
を
民
具

と
定
め
て
い
る
』
と
あ
り
ま
す
。 

 

い
ず
れ
も
、
抽
象
的
で
具
体
性
が
な
く

解
り
に
く
い
表
現
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
民

具
と
は
、
人
が
生
き
て
い
く
上
に
必
要
な

も
の
全
般
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
生
活
様
式
は
地
域
性
、
生
活
年
代

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
呼
び
方
や

使
用
目
的
も
異
な
り
ま
す
の
で
、
民
具
の

規
定
、
分
類
を
難
し
く
し
て
い
ま
す
。 

                  

 

 

 

昔の人たちのくらしぶりを

知り、私たちの祖先が長い年

月をかけてはぐくんできた民

俗文化を継承し、後世に守り

伝えていきたいものです。 

摂津市では、市

民の皆さまのご協

力を得て、多くの民

具を収集していま

す。現在、その民具

は、小学校の空教

室に展示していま

す。 
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主 催 摂津市文化財愛護会   後 援 摂津市教育委員会 

 

申し込み・問合わせ はがきに氏名・住所・郵便番号・電話・

年齢を記入の上、下記まで申し込んでください。 

〒５６６－００４６  

摂津市別府１－８－１１ ℡(06)6349-9846 

文化財愛護会会長 濱口 新次まで  

生涯学習課 生涯学習推進係 

 

と  き 平成１３年３月２２日（木） 

集合時間 午前９時 

解散予定 午後５時頃 

集合場所 摂津市民文化ホール前 

費  用 5,000 円（昼食・入場料・保険料込み）※当日持参 

行  先 岸和田城・だんじり会館・五風荘他 

定  員 ４８名（先着順） 

 

 昼食は五風荘の風情漂う閑静な庭園を眺めながらいただ

きます。 

 五風荘は、岸和田城主、岡部氏の新御茶屋跡に、明治維新

後新進の財閥として名を成した寺田家の一族である寺田利

吉氏が昭和４年から１０年もの歳月をかけて造った邸宅で

す。 

 池泉の美や石組みの神技を凝らした回遊式日本庭園は敷

地約 7,000 ㎡、建物は約 900 ㎡もあり、当時は｢南木荘｣と称

され楠氏をもじって利吉氏が命名したものと言われていま

す。 

 利吉氏の没後、昭和２５年、氏の諡五風院にちなんで現在

の｢五風荘｣へと呼称が変わりましたが、奈良東大寺の塔頭中

性院（たっちゅうちゅうしょういん）表門一錬を移築したも

のは、昔の名を今に残し｢南大門｣と呼ばれています。 

 

 



 

 

                郷土摂津いにしえ通信               

 

 

 

 

 

  

  

 

 

弾
丸
列
車
（東
海
道
新
幹
線
） 

 

昭
和
三
十
年
代
の
高
度
経
済
成
長

で
、
東
海
道
線
の
輸
送
力
が
限
界
に
直

面
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
東
海
道
線
を

増
強
す
る
抜
本
的
な
解
決
策
と
し
て
、

東
海
道
新
幹
線
の
建
設
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。 

 

京
浜
・
中
京
・
阪
神
の
三
大
工
業
地

帯
を
結
ぶ
こ
の
大
動
脈
は
、
東
京
で
の

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
昭
和
三
十

九
年
（
一
九
六
五
年
）
か
ら
五
ヵ
年
と

い
う
短
期
間
で
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
同
年
四
月
三
十
日
、
新
丹
耶
ト
ン

ネ
ル
の
熱
海
側
で
起
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

摂
津
市
役
所
に
は
、
昭
和
三
十
五
年

一
月
二
十
三
日
付
の
三
島
町
長
名
に
よ

る｢

弾
丸
列
車
用
地
買
収
の
た
め
の
立

入
調
査
の
件｣

と
い
う
文
書
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
新
幹
線
の
通
過
決
定
に

伴
い
、
町
当
局
か
ら
関
係
住
民
に
あ
て

た
用
地
立
入
調
査
へ
の
協
力
依
頼
文
書

で
し
た
。｢

弾
丸
列
車｣

と
記
し
て
い
ま

す
の
は
、
も
と
も
と
東
海
道
広
軌
新
幹 

線
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
計
画
さ

れ
、
戦
時
中
に
中
止
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
ま
し
た｢

弾
丸
列
車｣

構
想
を
受
け

継
い
だ
も
の
で
し
た
。 

 

国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
側
も
昭
和
三
十
四
年

七
月
発
行
の｢

東
海
道
広
軌
新
幹
線｣

と

題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
で
、｢

こ
の

広
軌
新
幹
線
が
完
成
さ
れ
る
と
、
た
ん
に

輸
送
隘
路
の
打
開
と
い
う
消
極
的
効
果

だ
け
で
な
く
、
産
業
及
び
文
化
の
各
方
面

に
対
し
て
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
大

き
な
積
極
的
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
皆
様
が
東
京
―
大
阪
間
を

三
時
間
で
、
し
か
も
快
適
に
旅
行
さ
れ
る

こ
と
は
時
間
の
節
約
と
能
率
の
向
上
に

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
東
京
―
大

阪
間
の
日
帰
り
旅
行
を
可
能
に
し
、
ひ
い

て
は
文
化
の
交
流
を
盛
ん
に
し
、
風
俗
言

語
に
ま
で
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ

う
。｣

と
、
自
信
の
程
を
う
た
っ
て
い
ま

し
た
。
当
地
域
で
も
新
幹
線
が
通
過
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
し
て
地
元
の
発
展

に
プ
ラ
ス
と
な
ら
な
い
と
い
う
声
は
聞

か
れ
は
し
ま
し
た
が
、
新
幹
線
の
通
過
そ

の
も
の
を
否
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

工
事
の
進
行
状
況
と
し
て
は
、
昭
和
三

五
年
中
は
航
空
写
真
を
駆
使
し
た
中
心 

始
ま
り
ま
し
た
。 

 

町
役
場
も
こ
の
土
地
買
収
の
影
響
に

よ
り
、
現
在
の
市
役
所
の
位
置
へ
移
転
し

ま
し
た
。 

 

三
島
町
か
ら
国
鉄
に
要
望
し
た
内
容

は｢

◎
全
買
収
用
地
の
单
北
両
側
に
幅
員

六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
側
道
を
設
け
る
こ

と
。
◎
府
道
堺
―
布
施
―
豊
中
線
と
新
幹

線
と
の
交
差
点
は
将
来
客
車
駅
を
設
置

す
る
よ
う
考
慮
施
行
す
る
こ
と
。
◎
電
車

庫
と
新
大
阪
と
の
回
送
往
復
時
の
地
元

住
民
便
乗
の
た
め
の
乗
降
所
を
電
車
庫

内
に
設
置
す
る
こ
と
。｣

で
し
た
。 

 

し
か
し
、
こ
の
う
ち
側
道
（
幅
員
四
～

六
メ
ー
ト
ル
）
が
高
架
下
片
側
に
設
け
ら

れ
た
だ
け
で
し
た
。
た
だ
高
速
の
列
車
が

通
過
す
る
だ
け
で
、
住
民
の
日
常
生
活
に

も
、
地
元
の
産
業
に
と
っ
て
も
無
縁
の
存

在
で
し
た
。 

 

以
上
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
東
海
道

新
幹
線
は
昭
和
三
十
九
年
十
月
一
日
営

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
初
の
東
京
―
新

大
阪
間
の
所
要
時
間
は｢

ひ
か
り
号｣

が

四
時
間
、｢

こ
だ
ま
号｣

が
五
時
間
で
あ

り
、
一
日
の
運
行
回
数
は
三
十
往
復
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

新
幹
線
は
三
島
町
勢
、
伸
長
の
シ
ン
ボ

ル
的
存
在
と
も
受
け
と
め
ら
れ
、
三
十
九

年
五
月
号
の
『
三
島
町
報
』
に
は｢

夢
の

超
特
急
突
走
る｣

と
題
し
て
、
鳥
飼
基
地

の
新
幹
線
車
両
の
写
真
が
表
紙
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。 

｢

摂
津
市
史
よ
り｣ 

 

担
当 

（
茗
荷
） 

     

 

 

               

       

                           

 
 
 

摂
津
市
史
よ
り 

担
当 

（
茗
荷
） 

測
量
が
行
わ
れ
、
十
二
月
に
は
正
式
路
線

の
決
定
を
み
ま
し
た
。
三
島
町
内
に
お
け

る
総
延
長
六
一
四
七
メ
ー
ト
ル
で
し
た
。 

三
十
六
年
一
月
か
ら
は
土
地
測
量
と
用

地
交
渉
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
国

鉄
側
の
予
定
で
は
、
三
島
町
内
は
全
線
築

堤
で
路
盤
工
事
を
行
う
と
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
対
す
る
反
対
の
声
が
各
地
区
か

ら
あ
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

安
威
川
以
单
地
区
は
た
び
た
び
淀
川

の
氾
濫
や
内
水
の
停
滞
に
悩
ま
さ
れ
、
そ

の
た
び
に
悪
水
抜
き
に
苦
労
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
悪
水
は
す
べ
て
安

威
川
・
神
崎
川
に
排
水
さ
れ
て
ま
し
た

が
、
新
幹
線
の
築
堤
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が

さ
え
ぎ
ら
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
る
と
考

え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
築
堤
反
対
―
高

架
化
要
求
の
声
が
高
ま
り
ま
し
た
。
結

局
、
こ
の
築
堤
問
題
は
、
大
阪
幹
線
工
事

局
が
ま
ず
高
架
化
に
同
意
し
、
や
が
て
国

鉄
本
社
も
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
基
地

部
分
を
除
い
て
、
他
は
す
べ
て
高
架
と
い

う
こ
と
で
落
ち
着
き
ま
し
た
。 

 

国
鉄
側
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
三
島
町
内

に
は
本
線
の
通
過
だ
け
で
な
く
、
西
鳥
飼

地
区
（
大
字
新
在
家
・
鳥
飼
八
防
・
鳥
飼

野
々
・
鳥
飼
八
町
・
鳥
飼
下
）
に
操
車
場

お
よ
び
貨
物
駅
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

鳥
飼
の
各
地
区
の
思
惑
が
あ
り
、
賛
成

と
反
対
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
結
局
、

住
民
側
と
国
鉄
側
と
の
間
に
折
り
合
い

が
つ
き
、
三
十
六
年
か
ら
一
部
工
事
が 

 



 

 

                郷土摂津いにしえ通信               

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

     

担
当 

（
伊
部
） 

日
本
人
に
は
、
こ
れ
ら
水
田
で
稲
穂
が

た
れ
、
秋
風
に
ふ
か
れ
る
情
景
へ
の
郷
愁

が
心
の
奥
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 
 

 

こ
れ
ま
で
、
第
十
三
号
～
第
十
九
号
で

は
『
水
田
発
掘
の
あ
ゆ
み
』
と
し
て
、
枡

形
囲
貝
塚
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
、
登
呂
遺
跡
、

日
高
遺
跡
な
ど
学
史
上
、
著
名
な
弥
生
時

代
の
遺
跡
か
ら
水
田
発
掘
の
こ
れ
ま
で

を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。 

 

第
二
十
号
～
第
二
十
四
号
で
は
、
『
摂

津
市
と
水
田
の
立
地
』
と
し
て
、
安
威
川

以
单
の
地
下
水
型
土
壌
、
以
北
の
表
面
水

型
土
壌
な
ど
に
つ
い
て
、
摂
津
市
で
の
発

掘
調
査
で
の
成
果
を
も
と
に
紹
介
し
て

き
ま
し
た
。 

 

第
二
十
五
号
～
第
三
十
四
号
で
は
、

『
摂
津
市
域
の
条
里
制
』
と
し
て
、
坪
境

石
の
調
査
や
吹
田
操
車
場
跡
地
の
調
査

か
ら
、
市
域
に
残
存
す
る
条
里
遺
制
に
つ

い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
と
く
に
、
東

西
单
北
に
正
方
位
を
も
つ
条
里
が
市
内

の
境
川
周
辺
で
西
へ
三
十
三
度
振
っ
て

展
開
し
て
い
く
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
平
成
十
二
年
十
一 

  
 

月
に
実
施
し
ま
し
た
千
里
丘
三
丁
目
に

所
在
し
ま
す
蜂
前
寺
跡
の
発
掘
調
査
で

も
こ
の
条
里
制
に
規
制
さ
れ
た
溝
や
建

物
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
成
果
が

ま
と
ま
り
次
第
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

日
本
人
の
年
間
米
消
費
量
は
、
食
物
の

種
類
が
多
く
な
っ
た
事
、
パ
ン
食
の
普
及

な
ど
も
あ
り
、
年
間
一
人
一
五
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
か
ら
七
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
半
減 

し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
減
反
政
策
や

外
国
米
の
輸
入
な
ど
、
経
済
的
側
面
も
新

た
な
局
面
を
む
か
え
米
離
れ
を
指
摘
す

る
人
も
い
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
連
載
を
進
め
る
中
で
実

感
し
た
事
は
、
米
と
日
本
人
、
米
と
日
本

文
化
に
つ
い
て
の
強
い
つ
な
が
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
条
里
制

も
北
は
秋
田
県
か
ら
单
は
鹿
児
島
県
ま

で
、
当
時
水
田
経
営
の
可
能
な
地
は
す
べ

て
と
い
っ
て
も
い
い
ほ
ど
開
発
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
丘
陵
の
斜
面
に
広
が
る
棚

田
の
風
景
も
開
発
に
か
け
る
熱
意
と
と

も
に
、
独
自
の
景
観
を
形
成
し
て
い
ま

す
。 

 
 

 

【め
】銘
々
器
（め
い
め
い
き
） 

○
食
の
考
古
学
を
研
究
し
て
い
ま
す
佐

原
真
氏
は
、
食
器
を｢

共
用
器｣

と｢

銘
々

器｣

と
に
分
け
て
い
ま
す
。｢

共
用
器｣

は 

｢

食
事
を
共
に
す
る
何
人
か
が
共
同
で
使

う｣

と
い
わ
れ｢

銘
々
器｣

は｢

食
事
を
共

に
し
て
い 

 
 
 
 
 

 

て
も
、
各
自

そ
れ
ぞ
れ 

 
 
 
 
 

 

使
う｣

も
の 

と
定
義
し 

 
 
 
 
 

 

て
い
ま
す
。 

○
日
本
や 

 
 
 
 
 

 

朝
鮮
半
島
の

銘
々
器
に 

 
 
 
 
 

 

は
、
特
定
の

あ
る
人
に 

 
 
 
 
 

 

属
す
る
こ
と 

が
決
ま
っ 

 
 
 
 
 

 

て
い
る
属
人

器
の
存
在
が
目
だ
っ
て
い
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
○
ま
た
飲
食
に
関
係
す
る

容
器
に
は
鍋
・
釜
・
す
り
鉢
な
ど
の
調
理

関
係
の
も
の
と
膳
・
折
敷
な
ど
の
卓
膳
関

係
の
も
の
が
あ
る
と
定
義
し
て
い
ま
す
。 

 食器の分類 

飲食容器 飲食器 

 

洗浄器具 

飯茶碗 

汁碗 

湯呑茶碗 

皿 

鉢 

その他 

箸 

匙(さじ) 

ナイフ 

その他 

つまようじ 

ナプキン 

盃洗 

その他 

摂
津
市
と
水
田
の
考
古
学
《参
考
文
献
》 

○
工
楽
善
通 

『
水
田
の
考
古
学
・
Ｕ
Ｐ
考

古
学
選
書
』 

○
工
楽
善
通 

｢

西
日
本
の
水
田
遺
構｣

 

『
考
古
学
研
究
第
二
十
九
巻
・
第
二
号
』 

○
広
瀬
和
男 

｢

古
代
の
開
発｣

 

『
考
古
学

研
究
第
三
十
巻
・
第
２
号
』 

○
都
出
比
呂
志 

｢

古
代
水
田
の
二
つ
の

型｣
 

『
展
望
ア
ジ
ア
の
考
古
学
』 

○
都
出
比
呂
志 

｢

古
墳
時
代
の
方
格
設

計｣
 

『
条
里
制
研
究
・
第
五
号
』 

○
工
楽
善
通
他 

｢

特
集
稲
作
農
耕
と
弥
生

文
化｣

 

『
季
刊
考
古
学
・
第
三
十
七
号
』 

○
乙
益
重
隆 

｢

古
代
水
田
区
画
雑
孝｣

 

『
鏡
山
猛
先
生
古
希
記
念
古
文
化
論
考
』 

○
阪
田
育
功 

｢

大
阪
平
野
の
条
里
遺
構｣

 

『
条
里
制
研
究
・
第
四
号
』 

○
高
橋
学 

｢

微
地
形
・
微
地
形
分
析
か
ら

見
た
古
代
の
水
田
開
発｣

 

『
条
里
制
研

究
・
第
二
号
』 

○
八
賀
晋 

｢

古
代
の
埋
没
水
田
遺
構｣

 
『
条
里
制
の
諸
問
題Ⅰ

・
条
里
制
研
究
会

記
録
一
』 

○
千
田
稔 

｢
条
里
地
割
と
古
地
割｣

 

『
条

里
制
の
諸
問
題Ⅱ
・
条
里
制
研
究
会
記
録

二
』 

○
摂
津
市
史 

○
茨
木
市
史 

○
高
槻
市

史
・
本
編
一 

○
豊
中
市
史
・
第
一
巻
本

編
一
他 

  


